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２階斉次線形微分方程式 
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5.1 級数による解法 
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２階斉次線形微分方程式 
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+ + = (5.2)にあてはめる 
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が成り立つように x の各べき係数を 0 とすることで

係数 ia を定める。 

 

5.2 ベッセルの微分方程式とベッセル関数 
v が定数のときベッセルの微分方程式： 
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ここで， 0v ≥ とする。級数の方法で解くと 
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第 1 種ベッセル関数 

ここで，Γ関数は 
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連立微分方程式：複数変数の微分方程式 
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(3)を微分 
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整理して 
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連立微分方程式の回路例 
 
 
 
 

左ループに流れる電流を 1i ，右ループに流れる

電流を 2i とする。抵抗 R には 1i と 2i の差の電流

が流れる。 
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13 , 4H, F
12

R L C= Ω = = として 1i ， 2i を求め

よ。 
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＊参考：未定係数法 
・定係数非斉次：未定係数法（省略） 

特殊解を ( )Y AR x= ， A は定数，として(4.1)
に代入し， A を決定する。 ( ) 0R x = とおいた

時の斉次方程式の解 1 2,y y と ( )Y AR x= を加

える。 1 1 2 2 ( )y c y c y AR x= + +  

２階非斉次線形微分方程式の別解法 
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+ + = の基本解に加えて 

特殊解は右辺 ( )R x に応じて次のように置き 

(4.1)に代入することで求めることができる。 
( )R x ： 特殊解 

定数 a ：   Y A=  
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n は正整数 
一般解は 
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